
学校・家庭・地域を結ぶ 令和４年５月 20日発行 

 
福島市立平田小学校 学校だより No.３   文責 ： 校長 佐藤 裕子  

 

運動会大成功！チームと共に。 
５月１４日（土）、令和４年度平田小学校大運動会を開催

しました。朝方まで雨模様でしたが、７時過ぎには雨も上が

り絶好の運動会日和となりました。全校生４７人が、今年の

スローガン「チームと共に めざせ 優勝カップ！」（５年髙橋

さん作）のもと、大熱戦を繰り広げました。紅組・白組とも元

気いっぱい応援し、上級生は根気よく係の仕事に取り組み、

苦手種目にも勇気をもって挑戦する子供たちの姿はすばら

しいものでした。勝利を目指してあきらめず、本気で戦う子

供たちに感動しました。 

 

紅組１７６点 白組１７０点 紅組大逆転勝利！ 

【立派な応援団長、さすが６年生！】 

 
■“チーム平田”ご協力ありがとうございました。 
保護者の皆様方には、朝早くからの準備、競技役員補助、片付けまで、熱心にお手伝いいただき、本当

にありがとうございました。また、新型コロナウイルス感染防止対応にもご協力いただき、ありがとうござい

ました。おかげ様で安全に開催でき、運動会を通して子供たちが大きく成長できました。来年度は、さらに

多くの皆様に、子供たちの躍動する姿を見ていただける状況になることを願うばかりです。 

 

 

 

  

  



■本気で戦うということ ～全校リレーのひとこまから～ 
最後の種目は、紅白対抗全員リレー【赤・黄（紅組）、白・青（白組）の４チーム対抗】。学年によって内

周・外周を走るため、どのチームが勝つか、最後まで分からない白熱する展開でした。そんな中、青チーム

の３年生Ｋくんが、バトンを受け取る際、左足のズックが脱げてしまいました。一瞬「ズックをはこう」という考

えも脳裏をよぎったと思うのですが、Ｋくんは「ズックをはきなおしていたら遅れてしまう」と、左足は靴下の

まま駆け出しました。Ｋくんのこの瞬時の判断に“本気で挑む”心意気が見て取れ、胸を打ちました。 

 

   鼓笛パレード大成功！ 
５月１１日（水）、青空のもと、緑あふれる「とうほう・みんなのスタジアム」にて行われた第４５回福島市小学

校鼓笛パレードに、全校生４７名の児童が参加しました。渡邉さんの凛々しい全体指揮に合わせて、心ひとつ

に「平田小校歌」を演奏しました。１年生のポンポンはとてもかわいらしく、鍵盤ハーモニカの２・３年生を、打

楽器やマーチングキーボード・マーチンググロッケンを担当する上級生がリードし、伸びやかで見事な演奏で

した。行進する足さばきも、とてもきれいに揃っていました。努力の賜物です！  

 

 
■不審者対策をお願いします 

  最近、不審者情報が相次いでおります。くれぐれも気を付けるよう、ご家庭でもご確認ください。 
 

 

「ついていかない のらない おおごえをだす すぐにげる しらせる」 
 

□ 近くの「こども１１０番の家」をたしかめましょう。 

□ 防犯ブザーは、いつでも使えるようにしましょう。 

□ できるだけ複数人で帰りましょう。 

□ 暗くなる前に帰りましょう。 

□ 不審な人や車に会ったら、とにかく逃げましょう。 

   そして、すぐに知らせてください。 

 

自分の身は自分で守る…防犯意識を高めて安全な社会を。 

  

   

 

 

※５月２１日(土)14:00～14:55 福島テレビ でパレードの模様が放送されます。 


